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坑口には３本の導坑しか見えない
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トンネル掘削のスペシャリストが、ここに集結！設計から施工まで私たちが担当しています。

中央導坑の奥では幅22mの大断面掘削が進行中
これもまだ大空洞のほんの一部である

株式会社大林組
生産技術本部
トンネル技術部

あきよし けんじ

秋好 賢治
（53歳）

脆弱層（破砕帯）や付加体地質

などがあり、大空洞構築には設計

上の問題が山積み。

導坑を掘削した結果、当初の想

定と大きく異なる脆弱層範囲と地

質性状が判明し、再評価が必要

な事態となった。

現在、長年に渡り連綿と積み重

ねてきた設計思想を引き継ぎな

がら発注者と研鑽を重ねるが、こ

れほどの大空洞では、変状発生

やコンクリートの剥落など施工中

の異常発生に対して迅速な対応

が難しいことから、安全性の高い

設計が求められる。

永久構造物の品質確保、工事

中の安全確保など、設計者であ

る私に求められるハードルは高く、

今とてもやりがいを感じている。

天ケ瀬減勢池部ＪＶ
工事事務所

ふくどめ ともゆき

福留 朋之
（32歳）

トンネル掘削では、脆弱層や加

背割の多さに加えて40％もの急

勾配での施工区間があることな

ど難しい工事である。さらに、非常

に狭隘な坑口ヤードであることか

ら仮設備の配置を分散型にせざ

るを得ないことや、自然豊かな周

辺景観や観光客への配慮など、

施工条件は厳しい。

常に工事の先をにらみ、地山状

況や挙動の確認・把握することな

ど、高い品質確保に向けた準備

が求められる。

また、設計情報を正確に理解す

る技術力や作業員と連携して工

事を進めるためのコミュニケーショ

ン力も現場運営には欠かせない

能力であり、私の得意とする分野

である。



OBAYASHI TOBISHIMA JV
AMAGASE GENSEICHIBU

⇒ 次回は修理⽤ゲート設備を担当する (株)IHIインフラシステム です。 お楽しみに！

(株)ダイヤコンサルタント

あけしろ たつや

明代 達也
（58歳）

一番のターゲットは脆弱層！

地質観察は大空洞掘削においては必須事項です。

地質情報、特に後々不安定要因となりそうな脆弱層な

どの情報をいち早く正確に読み取り提供することで、

安全・確実で手戻りのない工事をサポートします。

天ケ瀬減勢池部ＪＶ
工事事務所

こばし ともとし

小橋 具敏
（53歳）

掘削と連動したリアルタイムな計測を心がけています。

発破や重機稼働によるターゲットの損傷と重機駐機によ

る視準妨害にもめげません。計測情報や地質観察情報、

施工・品質情報はＣＩＭシステムに取り込んで一元管理

することで、設計への迅速なフィードバックを支えます。

大空洞の一角が顔を出してきた。限られた時間で正確な観察を！

安全な施工、品質確保に向けて
切羽情報の設計・施工へのフィードバックが重要！


